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 　今回は、金融ユニオンから住友信託銀行やＭＹＪなど、新たに加入された女性組合員３人の参加もあって例年以上に「新組合員歓迎会」的な盛り上がりを見せ、「こんなに真摯に仲間やお客さんのことを考えている組合の存在を知り、ホッとする有意義な時間を持てました」と初参加の仲間をおおいに激励するものとなりました。  
「次長にも残業代支給へ」近畿大阪銀行で不払い残業是正勧告
　近畿大阪銀行は、次長職に従事していた社員402人に対して総額３億500万円の割増賃金を２月中に支払うことになりました。2011年10月17日に大阪中央労働基準監督署から次長職の「管理監督者」としての取扱に関して指導及び時間外労働などに対する割増賃金支払の是正勧告を受けたことに対応したもので、同行では、次長職を時間外勤務手当の対象としました。対象期間は10年4月1日～11年9月30日。












パワハラなくし人を大切にする春闘に


金融労連近畿地協2012春闘学習会に42人が参加














近畿地協の春闘学習会が２月18～19日、京都市の「お宿いしちょう」で開催され、北陸・中国四国・東北の仲間や八千代銀行の中野さんを含め42人(うち女性７人)が参加しました。


岡野議長は挨拶で、大阪の規格外の美味しいお菓子を紹介しながら、大阪の橋下市長のもとで規格外の職員を排除するような教員・職員基本条例を作るやり方を厳しく批判しました。


講演では、神戸大学の二宮教授が「格差の広がりは中間層を破壊し、多くの貧困層を生んでいる。貧困の拡大によって、『いじめる』側にまわる人が増えてパワハラやいじめが激化している。絶望から逃れるには戦争などの破壊行為に希望を見い出すようになり、大阪の橋下市長が誕生したのも、その現われ。厳しい情勢のもとで春闘要求を前進させるには、政治の力関係を変えることがどうしても必要になっている」と金融情勢も含めて、わかりやすく解明されました。


金融ユニオン近畿支部の浦野委員長は特別報告で、三菱東京ＵＦＪ銀行・住友信託銀行・ＭＹＪ（明治安田生命関連会社)などで起こっている非正規労働者への雇い止めやパワハラの実態と、労働組合のたたかいを紹介しました。


八千代銀行パワハラ退職強行とたたかう中野さんからは、裁判の現状を「VISAカードのノルマ未達成で、支店長から全員の飲食代をおごらされた」苦い経験を交えて報告がありました。


３つの班での分散会では、パワハラの実態や改善させた組合の取り組みを出し合ったり、人員削減・金融リスク商品のノルマ推進などによって苦しめられている厳しい職場の実態が次々に報告されました。








夜の交流会では、青森労組から地元の銘酒の差入や、金融ユニオンのジュリーこと川村さんのギター演奏に、米子の仲間２人によるギター弾き語り・熱唱(写真)も加わり、好評を博しました。








